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事業の一部譲受けに関する合意のお知らせ 

 

 当社は本日開催の取締役会において、平成 19 年 10 月１日をもって株式会社マイゾックス（本

社：愛知県、代表取締役社長 高草木 萌）の測量専用ＣＡＤに関する事業を譲受けることを

決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．事業譲受けの理由 
 

当社は、建築・測量・土木専用ＣＡＤソフトウェアの開発販売を行っており、測量専用Ｃ

ＡＤソフトウェアの業界において市場占有率第１位となっております。 

一方、株式会社マイゾックスは、測量・土木機器の製造及び販売をメインに、測量専用Ｃ

ＡＤソフトウェアの開発販売も行っており、この部門での市場占有率は第４位であります。 

両社は、今後この業界に対して、従来以上の満足を戴ける商品開発とサービス提供をしつ

づけるための協議を行いました。その結果、測量専用ＣＡＤソフトウェア業界は近年来の公

共工事費削減の影響による測量業界低迷を受け厳しい経営環境が続いており、両社が今後も

競合していく環境ではないことを認識し、株式会社マイゾックスが、当社に測量ＣＡＤ事業

部門の事業譲渡を行うことを決定いたしました。 
当社では、今回の測量ＣＡＤ事業部門の譲受けについて慎重に検討した結果、シェア拡大

とともに合理化と効率化を追及し、売上高及び業績の拡大につなげることで、更なる企業基

盤の強化が図られると判断し、事業の一部譲受けを決定したものであります。 

 
 

２．譲受けの内容 
 
(1) 事業の譲受けの内容 

 
① 株式会社マイゾックスが有する測量専用ＣＡＤ事業に関する一切の業務 

② 株式会社マイゾックスの測量専用ＣＡＤソフトウェアに関する一切の知的財産権 

 

(2) 譲受け会社の主な経営成績 
 

株式会社マイゾックス 

平成 18 年７月期 

売 上 高  2,905 百万円 

売上総利益   927 百万円 

営 業 利 益    72 百万円 

経 常 利 益       58 百万円 

 

測量専用ＣＡＤソフトウェア関連売上高  258 百万円 
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(3) 譲受ける資産及び負債（平成 19 年７月 20 日現在） 
 

資   産 負   債 

固定資産 133 百万円 － － 

合  計 133 百万円 合  計 0 円 

 

（株式会社マイゾックスから測量ＣＡＤ事業に係る社員 19 名（営業、サポート、開発

人員）を受け入れる予定です。） 

 

(4) 譲受け価格および決済方法 
 

① 譲受け価格 

230 百万円 

その内訳としまして、測量専用ＣＡＤソフトウエア一式を 120 百万円、測量専用ＣＡ

Ｄ事業に関する一切の営業権（のれん代）を 110 百万円といたしました。 

② 決済方法 

譲渡日に 115 百万円、平成 20 年３月 31 日に 115 百万円を現金で支払います。 

 

３．株式会社マイゾックスの概要（平成 19 年７月期） 
 
(1) 名    称  株式会社マイゾックス 

(2) 主な事業内容  測量・土木製図機器製造、同卸 

(3) 設 立年月日  昭和 34 年４月 

(4) 本 店所在地  愛知県愛知郡長久手町山越 401 

(5) 代 表 者  高草木 萌 

(6) 資 本 金  150 百万円 

(7) 従 業 員 数    127 名 

(8) 大株主構成および持株比率 

株主名 持株数 持株比率 

(有)孝 安 

溝口 富博 

溝口 雄三 

溝口 博己 

26,000 株 

20,147 株 

19,776 株 

7,700 株 

16.3％ 

12.6％ 

12.4％ 

4.8％ 
 
(9) 当社との関係  人的関係及び資本的関係はありません。 

 

４．日 程 
 
平成 19 年９月 10 日 取締役会 

平成 19 年９月 10 日 事業譲受け契約書締結 

平成 19 年 10 月１日 事業譲受け期日 

 

５.会計処理の概要 
 
(1) のれん発生金額  110 百万円 

(2) のれんの償却  償却期間５年の定額法を予定しております。 

 



６．今後の見通し 
 
 当該事業の譲受けにより、当社の測量専用ＣＡＤソフトウェア部門の売上高が 120 百万円

拡大するとともに、人件費及び償却費が約 110 百万円増加することとなりますが、単体及び

連結損益に与える影響は軽微であると考えており、詳細は精査の上、平成 20 年３月期の中間

決算発表時の通期の業績予測にて公表させていただきます。 
 
(ご参考) 

平成 20 年３月期の連結業績予測(平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日) 
 
 売上高 経常利益 当期純利益 

中 間 期 

通   期 

3,806 百万円 

7,866 百万円 

514 百万円 

1,266 百万円 

280 百万円 

691 百万円 

 

 

 
以 上 


